
【取 扱 説 明 書】

大 型 表 示 積 算 計

ＭＯＤＥＬ：ＣＵ－１６１１シリーズ

ｼﾘｰｽﾞ名 ｾﾝｻ 機 能桁数 出力 入 力

）ＣＵ－１６１１ 警 報 出 力 ２段 (ＮＰＮオープンコレクタ

）フ リー 電源（ ＡＣ ８５～２ ６ ４Ｖ

表 示器 ４桁タ イプ４

表 示器 ５桁タ イプ５

表 示器 ６桁タ イプ６

通 信（ ＲＳ－ ４８ ５ ２線 式 ）RS4

通 信（ ＲＳ－ ４８ ５ ４線 式 ）RS4W

Ｂ ＣＤ 入力コ ード 表示器※ ＢＩ

Ｎ ＰＮ オープ ンコ レクタ入 力無記

電 圧パ ルス入 力Ｆ

９ ０° 位相差 入力ＲＥ

９ ０° 位相差 入力 （入力２ 逓 倍）２Ｔ

９ ０° 位相差 入力 （入力４ 逓 倍）４Ｔ

タ コゼ ネ入力 （Ａ Ｃ０．８ ～ ８０Ｖｐ －ｐ ）Ｖ３

（ ． ）Ｎ サ イン 波入力 Ａ Ｃ０ ０ ５ ～２０Ｖ ｐ－ ｐ

Ｄ Ｃ４ ～２０ ｍＡ 入力Ａ２

Ｄ Ｃ１ ～５Ｖ 入力Ａ３

Ｄ Ｃ０ ～５Ｖ 入力Ａ４

Ｄ Ｃ０ ～１０ Ｖ入 力Ａ５

セ ンサ 電源１ ２Ｖ （ＤＣ１ ０ ０ｍＡＭ ＡＸ ）無記

セ ンサ 電源２ ４Ｖ （ＤＣ５ ０ ｍＡＭＡ Ｘ）S24

※ＢＩオプションを選択しますとＢＣＤ入力コード表示器専用となります。

他の入力、出力タイプおよびＳ２４との併用は出来ません。
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ご使用に際しての注意事項とお願い

この度は、弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。製品を安全にご使用

いただくため、下記の注意事項と本書をご一読されますようお願い申し上げます。

〔注意〕

１．電源電圧は仕様範囲内で使用してください。

２．負荷は定格以下で使用してください。

３．直射日光はさけて使用してください。

４．可燃性ガスや発火物のある場所では使用しないでください 。

５．定格をこえる温湿度の場所や結露の起きやすい場所では使用しないでください。

６．本体に激しい振動や衝撃を与えないでください。

７．本体に金属粉・埃・水等が入らないようにしてください。

“埃等が多い環境でご使用される際は、本体左右の通気孔にフィルター紙等の貼付を

お勧め致します”

８．ノイズの発生源、ノイズがのった強電線から入力信号線の配線、および製品本体を離し

てください。

９．電源配線時は感電等の事故に注意してください。

１０．通電中は端子に触らないでください。感電のおそれがあります。

１１．電源を入れた状態で分解したり内部に触れたりしないでください。

感電のおそれがあります。

－ A －
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１．付属品の確認と保証期間について

付属品の確認について

本機が届きましたら、下記のものが揃っているか確認してください。

（１）ＣＵ－１６１１（取付金具２個付属） ・・・・・・・・・・・・１

（２）ＣＵ－１６１１の取扱説明書 ・・・・・・・・・・・・・・・・１

（３）お客様指定の付属品（ご指定のない場合はありません）

（４）単位シール（ご指定がある場合のみ貼り付け）

どれか１つでも誤ったもの、または欠けているものがありましたら取扱店または弊社まで

ご連絡ください （お客様の都合により付属されていないものもあります ）。 。

保証期間と保証範囲について

１．保証期間

納入品の保証期間は引渡し日より４年間とさせていただきます。

２．保証範囲

上記保証期間中に当社の責任による故障を生じた場合は、当社工場内にて無償修理させてい

ただきます。但し、下記にあげます事項に該当する場合は、この保証対象範囲から除外させ

ていただきますのでご了承ください。

① 本取扱説明書または仕様書等による契約以外の使用による故障

② 当社の了解なしにお客様による改造または修理による故障

③ 故障の原因が当社納入品以外の事由による故障

④ 設計仕様条件をこえた保管・移送または使用による故障

⑤ 火災、水害、地震、落雷、その他天災地変による故障
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２．仕 様

（１）一般動作仕様
項 目 仕 様

積 スケーリング １信号当たりの倍率 １×１０ ～９９９９で任意に設定－９

算 （換算器）
値 表示精度 パルス入力時、スケーリング（換算器）１において±０
表 表示器 赤色ＬＥＤ４～６桁 文字高：１００mm
示 表示範囲 －９９９～９９９９（４桁時）－９９９９～９９９９９（５桁時）

－９９９９９～９９９９９９（６桁時）※小数点を無視した桁数表示
表示形式 積算エンドレス表示（４～６桁）
リセット フロント部リセットキー（アップキー）及び端子台リセット入力
小数点以下表示 小数点以下１桁～３桁まで表示選択可能

（ ５ 以上 シンク電流）セ 入力信号（標準） NPN MIN mAオープンコレクタパルス、または無電圧接点
ン 電圧パルス入力（ LOW：２.０Ｖ以下 、 HI：３.８～３０Ｖ ）オプション：Ｆタイプ
サ ９０°位相差の２信号入力で加減算表示オプション：ＲＥタイプ

ＡＣ０．８～８０Ｖｐ－ｐ ３ＫＨｚ ＭＡＸオプション：Ｖ３タイプ
入 ＡＣ０．０５～２０Ｖｐ－ｐ ５ＫＨｚ ＭＡＸオプション： Ｎタイプ
力 センサー入力応答 LOW：０.０１Hz～５０Hz 、 HI：０.０１Hz～１０kHz

但し、duty５０％時 （ディップスイッチによりLOW／HI切り換え）
センサ供給電源 ＤＣ＋１２Ｖ（±１０％）１００ｍＡ ＭＡＸ（安定化）出力

ＤＣ＋２４Ｖ（±１０％） ５０ｍＡ ＭＡＸ（安定化）出力オプション：Ｓ２４タイプ
（ ） （ ）ア ＤＣ４～２０ｍＡ Ｉ／Ｆ変換 ０～４００Ｈｚ 入力抵抗 ２５０Ωオプション：Ａ２タイプ

ナ ＤＣ１～５Ｖ （Ｖ／Ｆ変換 ０～４００Ｈｚ） 入力抵抗（１ＭΩ）オプション：Ａ３タイプ
ロ ＤＣ０～５Ｖ （Ｖ／Ｆ変換 ０～５００Ｈｚ） 入力抵抗（１ＭΩ）オプション：Ａ４タイプ
グ ＤＣ０～１０Ｖ （Ｖ／Ｆ変換 ０～１０００Ｈｚ）入力抵抗（１ＭΩ）オプション：Ａ５タイプ

度 （２３℃±５℃）入 表示精 アナログ入力に対して、±０．３％Ｆ．Ｓ．±１digit
力 電源投入後３０分以上ｳｫｰﾑｱｯﾌﾟﾀｲﾑ
外 リセット入力 端子台入力５０ｍｓ以上ＯＮ

（ＮＰＮオープンコレクタパルス出力、または有接点出力を受け付け）部
入 外部入力機能選択 禁止・ホールド機能より選択
力 禁止・ホールド共、端子台ＯＮの間機能

端子台入力５０ｍｓ以上ＯＮ
（ＮＰＮオープンコレクタパルス出力、または有接点出力を受け付け）

警 出力タイミング 表示値とプリセット値との比較により判定出力
報
出 出力方式 ＮＰＮオープンコレクタ出力（端子台OUT1，OUT2より出力）

最大定格：ＤＣ３０Ｖ ５０ｍＡ ＭＡＸ力
出力リセット 端子台リセット入力５０ｍｓ以上ＯＮ

同 出力タイミング 同期パルス出力：設定された表示桁更新に同期して出力
期 （OUT1の機能選択より選択して使用）
出 出力方式 ＮＰＮオープンコレクタパルス出力（端子台OUT1より出力）
力 最大定格：ＤＣ３０Ｖ ５０ｍＡ ＭＡＸ

パルス幅 １０ｍｓ～２ｓ迄１０段階より選択設定
通 ＩＥＥ ＲＳ－４８５準拠 半２重通信方式（２線タイプ）オプション：ＲＳ４タイプ

ＩＥＥ ＲＳ－４８５準拠 半２重通信方式（４線タイプ）オプション：ＲＳ４Ｗタイプ
信 通信速度 パラメータ選択式（１２００，２４００，４８００，９６００ｂｐｓ）

データビット ７ビット／８ビットより選択
１ビット固定スタート／ストップビット

パリティビット 無し／奇数／偶数 より選択
００～９９（１００通り）でＩＤ№を設定通信ＩＤ№

そ データバックアップ パラメータ設定値をＥＥＰＲＯＭに書き込み（書換回数１０万回以内、
の 約１０年間保持）
他 停電補償 約１ヶ月（ゴールドキャパ０.２２Ｆ内蔵）２０℃ 充電時間３時間以上

電源 ＡＣ８５～２６４Ｖ ５０／６０Ｈｚ
消費電力 約１６ＶＡ以下
使用温湿度 ０～５０℃ ３０～８０％ＲＨ（但し結露しないこと）
質量・外形寸法 約５５００ｇ Ｗ６４０×Ｈ２００×Ｄ６５mm
ケース材質 板金プレスケース ｔ＝１．６ｍｍ アイボリー色

（２）ＢＩオプション（ＢＣＤコード表示）入力
入力形式 全桁パラレル・ＮＰＮオープンコレクタ入力
入力タイミング 演算周期毎
入力動作 入力信号はＧＮＤとショート又はオープンで取り込み
ラッチ信号 ラッチ信号入力時、データの取り込み禁止
入力論理 データ値、及びラッチ信号 正／負論理切り換え可
定格 各入力端子の短絡時の流入電流 約３．０ｍＡ
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３．上蓋の取り外し方法

図１

本体上下８カ所にあるビスを取り外し、上蓋を外してください。

本体

上蓋

ビス
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４．フロント部の各名称とその機能

図２

①表示器（Ｃ～Ｆ）４桁タイプ／（Ｂ～Ｆ）５桁タイプ／（Ａ～Ｆ）６桁タイプ

計測時：・

積算計測値を表示します。

・モード設定／スケーリングデータ設定時：

表示器Ｃ～Ｆに”Ｐ－００”～”Ｐ－０９”と現在の設定値が表示されます。

・プリセット値／表示オフセット値設定時：

表示器Ｃ～Ｆに“ｏｕｔ１ “ｏｕｔ２”と表示器Ｄ～Ｆに“ｏＦｓ”が表示された後”

（４桁タイプ Ｃ～Ｆ （５桁タイプ Ｂ～Ｆ）表示器Ａ～Ｆに現在の設定値 ）

が表示されます。（６桁タイプ Ａ～Ｆ）

・表示範囲：

４桁タイプ・・・・・－９９９～９９９９

５桁タイプ・・・・・－９９９９～９９９９９

６桁タイプ・・・・・－９９９９９～９９９９９９

積算エンドレス表示の説明は、Ｐ．２３を※全タイプ積算エンドレス表示 ←

参照願います。

ＤＩＰＳＷ②

Ａ，Ｂ各入力のＮＰＮオープンコレクタパルス入力、電圧パルス入力、および

入力応答周波数の切換ができます。

2

4

3

5

A B C

1

D E F
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モードキー M③

・計測時：各設定の呼び出しを行います。

モード設定 ・・・・モードキー２秒押し

・モード設定時：

モード No.（表示器Ｃ～Ｆ）の切り換えを行います。

モード設定登録・・・・・モードキー２秒押し

・プリセット値／表示オフセット値設定時：

このキーを押すことによりＯＵＴ１、ＯＵＴ２プリセット値、表示オフセット値バンク

の切替を行います。

プリセット値／表示オフセット値登録・・・モードキー２秒押し

シフトキー④

・モード設定時：

設定桁（点滅表示している桁）を右桁へ移動します。

・プリセット設定／表示オフセット値設定時：

設定桁（点滅表示している桁）を右桁へ移動します。

∧⑤アップキー（リセットキー）

・計測時：

積算値リセット・・・積算値を表示オフセット値にもどします。

モード設定時：・

設定値（点滅表示している値）を変更します。

・プリセット値／表示オフセット値設定時：

設定値（点滅表示している値）を変更します。
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５．端子台の接続方法

図３

・配線上の注意

１）電気配線時は感電等の事故に注意してください。

特にＡＣ電源配線時はご注意下さい。

２）端子名称をよく確認してから正しく配線してください。

３）センサの種類により入出力の配線が違ってきますので、Ｐ．７の接続図を参照しながら

配線してください。もし誤って配線しますとセンサや入出力回路が破損するおそれが

あります。

４）端子台のネジは確実に締めてください。
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A4

A8

A2

A1

A3

OUT1
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C

N.C.

E

OUT2

GND

N.C.

C

E
B7

RS4W

（4線式）

B2

B1

B3

B6

B5

B4

TX-

TX+

RX+

RX-

RS4

（2線式）

T/R（-）

T/R（+）

B9

B8

B7

A.IN

+12V

B.IN

GND

B9

B8
B8

B9 B9

B7

B8

B9

B7

B8

B9
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B8B7 B9

B8B7 B9

パルスセンサ

アナログセンサ

B8B7 B9

B8B7 B9

有接点

有接点

パルスセンサ

パルスセンサ

アナログセンサ

B7 B8 B9

エンコーダ

パルスセンサ

パルスセンサ

B7 B8

B7 B8

B9

B9

≪センサー別接続図≫

図４ 図５Ａ．直流３線式パルスセンサ Ｂ．直流２線式パルスセンサ

図６ 図７Ｃ．有接点出力センサ Ｄ．９０°位相差入力

図８ 図９Ｆ．３線式アナログセンサ入力 Ｆ．２線式アナログセンサ入力

図１０Ｅ．タコゼネ／サイン波入力

注意＞＜

・有接点入力の場合、接点のチャタリングで誤カウントする場合は、端子台Ｂ７－Ｂ９，

（ ） 。Ｂ７－Ｂ１０間に電解コンデンサ １μＦ～２２μＦ を周波数に応じて接続してください

・ノ イ ズ等 で 誤カ ウン トす る 場合 は 、同 じ端 子 にフ ィ ルム コン デン サ （ 0.01μＦ～ 0.1μＦ）

を入力周波数とノイズの幅に応じて接続してください。
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B7

B9

B8

R1

又は B7

B9

102

+12V

B8

3.3K

Ｖ／Ｆコンバータ

100K

470

30V 3V

1K

SW1-2

+12V

1.5K

250V104K

100K

B9

B7 102

B10

B9 1K

30V

B8

+12V SW1-2

3.3K

オペアンプ回路

20KB

1K

3V

1.5K

SW1-4
SW1-4

470
475

475

６．入力回路の構成とディップスイッチの設定

図１１ 図１２①ＮＰＮオープンコレクタパルス入力 ②電圧パルス入力

図１３ 図１４③アナログ入力 ④タコゼネ、サイン波入力

ディップスイッチの設定・

ディップスイッチの設定により入力応答周波数、およびＮＰＮオープンコレクタパルス入力、

電圧パルス入力の切り換えができます。

表１

１ ２ ３ ４ ON ⇔ OFF

ＯＦＦＡ入 力：電 圧パル ス入 力

Ｓ ＯＮＡ入 力：Ｎ ＰＮオ ープ ンコレク タパ ルス入 力

Ｗ ＯＦＦＢ入 力：電 圧パル ス入 力

設 ＯＮＢ入 力：Ｎ ＰＮオ ープ ンコレク タパ ルス入 力

定 ＯＦＦＡ入 力： 入力応答周波数 0.01Hz～ 10kHz(HI)

表 ＯＮＡ入 力： 入力応答周波数 0.01Hz～ 50Hz (LOW)

ＯＦＦＢ入 力： 入力応答周波数 0.01Hz～ 10kHz(HI)

ＯＮＢ入 力： 入力応答周波数 0.01Hz～ 50Hz (LOW)

黒色が設定側

１ ）ト ッ プシ ャ ーシ を外 しますとデ ィップスイッチが見 えます （図２ 参照）。

設定変更する場合は、表１に従って設定してください。

出荷時、特に指定の無い場合は、Ａ、Ｂ入力ともにＮＰＮオープンコレクタパルス入力、

入力応答周波数はＨＩの設定となっています。

２）９０°位相差 (RE)入力タイプは、入力応答周波数をＡ、Ｂ入力ともに必ず出荷時設定 (HI)

でご使用ください。

３）アナログ入力、タコゼネ入力オプションの場合は、 で行って下さい。必ず表１の組み合わせ

ディップスイッチの設定を表１以外の組み合わせで設定しますと、正常動作しない場合が

あります。

４
３

２
１
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８．初期設定値と初期化

事前にお客様から仕様をお伺いしている場合はその設定に合わせていますが、通常（工場出荷時）
は下記（表２ｏｒ表３）の設定値となっています。

各モードの設定値 表２
モードＮｏ 初期設定値 設定メモ欄．

ＣＤＥＦ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
Ｐ－００ ０ ０ ３ ０
Ｐ－０１ １ ０ ０ ０
Ｐ－０２ ３ ０ ０ １
Ｐ－０３ １ ０ ０ ０
Ｐ－０４ ３ ０ ０ １
Ｐ－０５ ０ ０ ０ ０
Ｐ－０６ ０ ０ － － － －
Ｐ－０７ － － － ０ － － －
Ｐ－０８ ０ ０ ０ ３
Ｐ－０９ ０ ０ － ０ －

ＢＣＤ入力オプション時のモード設定 表３
モード№ 初期設定値 設定メモ欄
ＣＤＥＦ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
Ｐ－００ － － － ０ － － －
Ｐ－０１ － － ０ ０ － －
Ｐ－０２ ０ ０ － － － －
Ｐ－０３ ０ ０ － － － －

表示オフセット値 ） 表４（４桁タイプ
初期設定値 設定メモ欄

＊ ＊ ０ ０ ０ ０ ＊ ＊

表示オフセット値 表５（５桁タイプ）
初期設定値 設定メモ欄

＊ ０ ０ ０ ０ ０ ＊

表示オフセット値 表６（６桁タイプ）
初期設定値 設定メモ欄

０ ０ ０ ０ ０ ０

プリセット設定値 表７（４桁タイプ）
初期設定値 設定メモ欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
ＯＵＴ１ ＊ ＊ ０ ０ ０ ０ ＊ ＊
ＯＵＴ２ ＊ ＊ ０ ０ ０ ０ ＊ ＊

プリセット設定値 表８（５桁タイプ）
初期設定値 設定メモ欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
ＯＵＴ１ ＊ ０ ０ ０ ０ ０ ＊
ＯＵＴ２ ＊ ０ ０ ０ ０ ０ ＊

プリセット設定値 表９（６桁タイプ）
初期設定値 設定メモ欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
ＯＵＴ１ ０ ０ ０ ０ ０ ０
ＯＵＴ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０

初期化＞＜
リセット（アップ）キーを押しながら電源を投入しますと、初期化を行うことができます。
初期化後、各モードの設定値は表２ｏｒ表３のとおりの設定値になります。

注意＞＜
初期化を行うと現在の設定値がすべて初期設定値となりますので、初期化を行う場合は予め
現在の設定値の記録を残してから実行してください。

ノイズ等で内部のコンピュータが暴走した場合は上記の方法で初期化を行い、希望の設定値※
に合わせ直してください。
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９．各モードの内容と設定方法

（１）モード設定のキー操作方法

各モードの設定は下記（表１０）のキー操作で行ってください。また、設定値の内容等は

Ｐ .１２以降に記載しています。

表１０

操作キー 表示部 操作内容

Ｍ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ２ 秒 以 上 押 す と モ ー ド 設 定 に 入 り ［ Ｐ － ０ ０ ］、

＊ ＊ Ｐ － ０ ０ が呼び出されます。

Ｍ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｍ キーを１度押すごとに［Ｐ－００］→

＊ ＊ Ｐ － ０ ０ 各モード現 在設定→［Ｐ－０１］と順次変わって

↓ いきます。

＊ ＊ ０ ３ ００

↓

＊ ＊ Ｐ － ０ １

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ キーを押すごとに点滅が右にシフトして

＊ ＊ ０ ０ ０ いきます。１

→ → →

↑

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 各モードで 点滅表示している数値を変更します。

＊ ＊ １ ０ ０ １度押すごとに数値が１ずつ上がります。０

↑

０～９

０→１→２→３・・９

Ｍ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ モード№［ Ｐ－００］～［Ｐ－０９］迄変更され

＊ ＊ ０ ０ ま し た ら Ｍ キーを２秒以上押して０

し、計測表示に戻ります。モード設定値を登録

［Ｐ－０９］
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どのモードを設定すればよいか・

１ 入力１信号当たりの倍率をきめたい.

Ｐ－０１（Ｐ .１６） Ａ入力：スケーリングデータ（換算器）の設定

Ｐ－０２（Ｐ .１７） Ａ入力：ＥＸＰ値の設定、分周器の設定

Ｐ－０３（Ｐ .１８） Ｂ入力：スケーリングデータ（換算器）の設定

Ｐ－０４（Ｐ .１８） Ｂ入力：ＥＸＰ値の設定、分周器の設定

２ 表示桁、計測方法について.

Ｐ－００（Ｐ．１３） 計測演算方式の設定

３ 出力について.

同期パルス出力の設定１ .

Ｐ－０５（Ｐ．１９～２０）同期出力設定、同期出力桁の設定、出力幅の設定

警報出力の設定２ .

Ｐ－０５（Ｐ．１９～２０）警報出力：ＯＵＴ１の設定

Ｐ－０６（Ｐ．２０） 警報出力：ＯＵＴ２の設定

４ .アナログ入力の設定をしたい

（Ｐ．２４） アナログ入力のスケーリング方法

５ 表示について.

小数点以下を表示したい１．

Ｐ－００（Ｐ．１３） 小数点位置の設定

２．電源ＯＮ時、前回の計測データをクリアしたい

Ｐ－００（Ｐ．１３） 電源ＯＮ時のリセットモード

リセット後の表示値を変更したい３．

（Ｐ．２２） プリセット値、表示オフセット値の設定方法

６ .その他の機能について

リセットキー（アップキー）動作の設定１ .

Ｐ－００（Ｐ．１３） リセットキーの動作モード

外部入力の使用について２ .

Ｐ－０７（Ｐ．２０） 外部入力機能選択

７ .通信設定（ＲＳ４／ＲＳ４Ｗ）について

通信速度を変更したい１．

Ｐ－０８（Ｐ．２１） 通信速度の設定

データ／パリティビットの変更をしたい２．

Ｐ－０８（Ｐ．２１） データビット、パリティビットの設定

ＩＤ番号／送受信切換時間を変更したい３．

Ｐ－０９（Ｐ．２１） ＩＤ／送受信切換時間設定

８ .ＢＣＤ入力表示の配線および設定がしたい

（Ｐ．２８～３１） ＢＩタイプについて
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（２）モード内容と設定値

計測演算・電源ＯＮ時のリセット・リセットキー動作・小数点位置の設定モード No.

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

＊ ＊ ０ ０ ３ ０

Ｐ－００

小数点位置

０： ０

１： ０ .０

２： ０ .００

３：０ .０００

リセットキー（アップキー）の動作モード

０：リセットしない

１：即リセット（ＯＮエッジ）

２：１秒以上押してリセット

３：２秒以上押してリセット

（注．端子台リセットは、この設定に関係

なく即リセット（ＯＮエッジ）です ）。

電源ＯＮ時のリセットモード

０：リセットしない

１：リセットする

計測演算方式

No. 演 算 式

０ Ａ－Ｂ

１ Ａ＋Ｂ

２ Ａ ←Ｂ入力の OFF/ON にて切換ま た は

－Ａ

９０°位相差入力時は“０”を選択してください。〔注意 ・〕

・アナログ、タコゼネ入力で－減算表示したい場合は“２”を選択

して、Ｂ入力を ON(GNDと ｼｮｰﾄ)の状態のままにしてください。

〔計測演算方式〕

０：Ａ－Ｂ（加減算個別入力）

カウント値

３

２ ３

１ ２ ２

１ １

Ａ .ＩＮ

Ｂ .ＩＮ
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０：Ａ－Ｂ（９０°位相差入力）

カウント値Ｐ－００

３

２ ３

１ ２ ２

１ １

Ａ .ＩＮ

Ｂ .ＩＮ

１：Ａ＋Ｂ

カウント値

６

５ ６

４ ５

３ ４

２ ３

１ ２

１

Ａ .ＩＮ

Ｂ .ＩＮ

２：Ａまたは－Ａ（Ｂ入力ＯＦＦ／ＯＮ切り換え）

カウント値

３

２ ３

１ ２ ２

１ １ ０

Ａ .ＩＮ

Ｂ .ＩＮ ＵＰ（加算） ＤＯＷＮ（減算）

〔電源ＯＮ時のリセットモード〕

電源ＯＮ時に前回の計測値を消去するかしないかを選択します。

"０ " ：前回の計測値から計測を開始します。

"１ " ：前回の計測値を消去し 「表示オフセット値」から計測、

を開始します。
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〔リセットキーの動作モード〕

１：即リセットＰ－００

カウント

０ 入力信号

ＯＮ

リセット ＯＦＦ

即

２：１秒以上押してリセット

カウント

０ 入力信号

ＯＮ

リセット ＯＦＦ

１秒

３：２秒以上押してリセット

カウント

０ 入力信号

ＯＮ

リセット ＯＦＦ

２秒

〔小数点位置〕

小数点以下何桁表示するかを設定します。
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Ａ入力：スケーリングデータ（換算器）の設定モード No.

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

＊ ＊ １ ０ ０ ０

Ｐ－０１

０００１～９９９９４桁数値

（００００は設定しないでください）

積算計測のスケーリングデータ（換算器）として働きます。このモードで設定

する４桁の数値と「Ｐ－０２」で設定するＥＸＰ値（１０のマイナス乗数）

を設定することにより、１信号当たりの倍率を「１×１０ ～９９９９」まで－９

の範囲で設定できます。

〔例〕１パルス当たり２ .５ mLの流量センサを使用して積算値をＬで表示させたい

場合は下記の設定となります。

－６２ .５ mL → ０ .００２５Ｌ ＝ ２５００ × １０

表示したい単位 (Ｌ )

に直します。

４桁数値 ＥＸＰ値

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

Ｐ－０１ ＊ ＊ ２ ５ ０ ０

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

Ｐ－０２ ＊ ＊ ６ ＊ ＊ ＊



- 17 -

Ａ入力：ＥＸＰ値・分周器の設定モード No.

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

＊ ＊ ３ ０ ０ １

Ｐ－０２

３桁 １／１～１／９９９分周器

（０００は１／１０００とします）

（１０ ） ｎ＝０～９ＥＸＰ値 －ｎ

〔ＥＸＰ値〕

１０のマイナス乗数を設定します 「Ｐ－０１」と組み合わせてスケーリ。

ングデータ（換算器）を設定してください。

〔分周器〕

１回転当たりのパルス数が分かっている場合等に入力しますと、計算上の誤

差が小さくなる場合があります。

〔例〕

１回転当たり３パルス出力で、１回転０ .５ｍの送りローラを使用する場合

入力信号

分周１／３

表示値 ０ ０ .５ １ .０

スケーリングデータ（換算器）だけでは誤差を生じますので、この場合入力を分

周します。

設定としては、

－４Ｐ－０１ ＊＊５０００ ０．５ ＝ ５０００×１０

Ｐ－０２ ＊＊４００３ １回転当たり３パルス出力するので分周器を３

となります。

これでセンサが１回転するごとに積算値が０ .５ずつ上がっていきます。

＜注意＞

、 、 、９０°位相差入力の場合は Ａ入力とＢ入力のスケーリングデータ ＥＸＰ値

および分周器を同じ設定にしてください。
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Ｂ入力：スケーリングデータ（換算器）の設定モード No.

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

＊ ＊ １ ０ ０ ０

Ｐ－０３

０００１～９９９９４桁数値

（００００は設定しないでください）

「 （ ）設定方法はＰ .１６記載の Ｐ－０１： Ａ入力：スケーリングデータ 換算器

の設定」と同様です。

Ｂ入力：ＥＸＰ値・分周器の設定モード No.

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

＊ ＊ ３ ０ ０ １

Ｐ－０４

３桁 １／１～１／９９９分周器

（０００は１／１０００とします）

０～９ＥＸＰ値

設定方法はＰ .１７記載の「Ｐ－０２： Ａ入力：ＥＸＰ値・分周器の設定」

と同様です。
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ＯＵＴ１：警報出力の設定モード No.

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

＊ ＊ ０ ０ ０ ０

Ｐ－０５

同期出力幅

０：１０ｍｓ ５：２５０ｍｓ

１：２０ｍｓ ６：５００ｍｓ

２：５０ｍｓ ７：７５０ｍｓ

３：１００ｍｓ ８： １ｓｅｃ

４：２００ｍｓ ９： ２ｓｅｃ

同期出力桁

０：１桁目 ３：４桁目

１：２桁目

２：３桁目

出力モード

０：比較 ５： 100ms(1ｼｮｯﾄ)

１：保持 ６： 250ms(1ｼｮｯﾄ)

２： 10ms(1ｼｮｯﾄ) ７： 500ms(1ｼｮｯﾄ)

３： 20ms(1ｼｮｯﾄ) ８： 1s (1ｼｮｯﾄ)

４： 50ms(1ｼｮｯﾄ) ９： 2s (1ｼｮｯﾄ)

上限／下限・出力選択

０：機能停止

１：上限

２：下限

３：同期出力

〔警報出力〕

警報出力は表示値とプリセット値との比較結果で判定出力します。

プリセット値の設定方法はＰ．２２を参照してください。

どのような条件で警報出力するかを設定します。〔上限／下限・出力選択〕

０：機能停止・・・・警報出力を機能停止状態にします。

１：上限・・・・・・ 表示値 ≧ プリセット値 」の時に警報出力します。「

２：下限・・・・・・ 表示値 ≦ プリセット値 」の時に警報出力します。「

３：同期出力・・・・設定された表示桁の更新に同期してパルス出力します。

〔出力モード〕

０：比較 ......... 表示値が上限、または下限の間、出力します。上限／下限

の範囲外であれば出力ＯＦＦになります。

１：保持 ......... 表示値が上限、または下限になった時に出力します。１度

出力すると上限／下限の範囲外であってもリセット入力が

あるまで出力ＯＦＦにはなりません。

２～９：１ ｼｮｯﾄ... 表示値が上限、または下限になった時に設定された幅のパ

ルスを１度出力します。

〔同期出力桁〕

どの桁の表示が変わったらパルスを出力するかを選択します。

※同期出力幅は出力桁の変わる時間よりも長い場合、連続して出力しますので

御注意願います。
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ＯＵＴ２：警報出力の設定モード No.

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

＊ ＊ ０ ０

Ｐ－０６

出力モード

０：比較 ５： 100ms(1ｼｮｯﾄ)

１：保持 ６： 250ms(1ｼｮｯﾄ)

２： 10ms(1ｼｮｯﾄ) ７： 500ms(1ｼｮｯﾄ)

３： 20ms(1ｼｮｯﾄ) ８： 250ms(1ｼｮｯﾄｵﾌｾｯﾄ値復帰 )

４： 50ms(1ｼｮｯﾄ) ９： 500ms(1ｼｮｯﾄｵﾌｾｯﾄ値復帰 )

上限／下限・出力選択

０：機能停止

１：上限

２：下限

〔出力モード〕

８ 、 ９ ： ｵﾌｾｯﾄ値 復 帰 ... 表 示 値 が 上 限 、 ま た は 下 限 にな った 時に 設 定 され た

幅のパルスを１度出力し、表示値をオフセット値

に戻します。

※ ｵﾌｾｯﾄ値復帰を使用する場合は、プリセット値の設定を必ず下記の条件で設定

してください。また 。計測を始める前に必ずリセットしてください

上限時 「 プリセット値 ＞ 表示オフセット値 」

下限時 「 プリセット値 ＜ 表示オフセット値 」

その他の設定方法はＰ．１９記載の「Ｐ－０５： ＯＵＴ１：警報出力の設定」

と同様です。

外部入力機能選択モード No.

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

＊ ＊ ０

Ｐ－０７

外部入力機能

０：ホールド入力

１：禁止入力

端子台４－６間の機能を設定します。〔外部入力〕

０：ホールド入力・・・・ＯＮの間、現在の表示を保持し、点滅表示します。

内部では引き続き計測されています。

１：禁止入力・・・・・・ＯＮの間センサー入力を禁止します。
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※通信（ＲＳ４，ＲＳ４Ｗ）付きに機能します。モード No. 通信：ＲＳ－４８５設定

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

＊ ＊ ０ ０ ０ ３

Ｐ－０８

通信速度

０：１２００ｂｐｓ

１：２４００ｂｐｓ

２：４８００ｂｐｓ

３：９６００ｂｐｓ

パリティビット

０：パリティ無し

１：偶数パリティ

２：奇数パリティ

データビット

０：７ビット

１：８ビット

通信モード

０：通信機能停止※

１：通信モード

ＲＳ－４８５の通信設定を行います。

、 。通信フォーマットは Ｐ２６～２７に記載しておりますのでそちらを参照下さい

＜注意＞

” ”（ ）通信 ＲＳ４／ＲＳ４Ｗ 付き以外は（ ） 必ず通信モードを ０ 通信機能停止

の設定として下さい。誤動作を起こす恐れがあります。

． 、 。モード№ 通信：ＩＤ／送受信切替時間設定 ※モード№９ と同様 通信付きに機能します

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

＊ ＊ ０ ０ ０

Ｐ－０９

送受信切替時間

０：１００ｍｓ ５： ５０ｍｓ

１： １０ｍｓ ６： ６０ｍｓ

２： ２０ｍｓ ７： ７０ｍｓ

３： ３０ｍｓ ８： ８０ｍｓ

４： ４０ｍｓ ９： ９０ｍｓ

通信ＩＤ番号

００～９９
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１０．プリセット値、表示オフセット値の設定方法

警報出力（ＯＵＴ１、ＯＵＴ２）のプリセット値及び表示オフセット値を設定します。

（４桁タイプ ・・・－９９９～９９９９（Ｃ～Ｆ迄）設定範囲は ）

（５桁タイプ ・・・－９９９９～９９９９９（Ｂ～Ｆ迄））

です。（６桁タイプ ・・・－９９９９９～９９９９９９ (Ａ～Ｆ迄 )）

※表１１は にて説明しております。 表１１（６桁タイプ）

操作キー 表 示 部 操 作 手 順

Ｍ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｍ ＋ キ ー を ２ 秒 以 上 押 し

＋ ＊ ＊ ｏ ｕ ｔ １ ます。表示 器に［ｏｕｔ １］と表示

↓ された後、 現在のプリセ ット値を表

０ ０ ０ ０ ０ 示します。０

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 点滅表示の位置を変更します。

１度押すごとに１つずつ右へ移動

０ ０ ０ ０ ０ していきます。０

→ → → → →

点滅表示している数値を変更しま

す 。 １ 度 押 す ご と に 数 値 が １ ず つ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 上っていきます。

∧ ０ → １ → … → ８ → ９ →

０ ０ ０ ０ ０ ↑０

０～９ 表示器Ａのみ

０→１→…→８→ ９→ "－ "→

↑

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ＯＵＴ２設 定側に切換え ます。

Ｍ ＊ ＊ ｏ ｕ ｔ ２ ＯＵＴ２側になりますと、

↓ ［ｏｕｔ２ ］と表示され た後、現在

０ ０ ０ ０ ０ のプリセット値を表示します。０

ＯＵＴ１の 設定と同様に 設定してく

ださい。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 次にオフセット設定になります。

Ｍ ＊ ＊ ＊ ｏ Ｆ ｓ ［ｏＦｓ］ と表示された 後、現在の

↓ 表示オフセット値を表示します。

０ ０ ０ ０ ０ Ｍ キーを押していきますと、０

［ｏｕｔ１ ］→［ｏｕｔ ２］→

［ｏＦｓ］と順次切り替わります。

Ｍ キ ー を 押 し 続 け ま す２ 秒 以 上

Ｍ と し、計測 表示に戻り設定値を 登録

ます。

＜注意＞

１．小数点位置は、 Ｐ－００（Ｐ．１３）で設定した位置に連動しています。
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１１．積算エンドレス表示について

［積算エンドレス表示］

表示オーバーする度に計測を表示オフセット値にリセットし再度計測を開始します。

４桁タイプ／５桁タイプ／６桁タイプごとの計測範囲最大／最小値をこえますと機能

します。

（６桁タイプ計測範囲最大の場合）

０ 計測開始

↓

９９９９９９ 計測範囲最大値

↓

０ 表示オーバーすると、ゼロサプレスがかかり０になります。

↓

９９９９９９ ※内部では計測を１度リセットし、再度計測を開始します。

以後繰り返し

（６桁タイプ計測範囲最小の場合）

０ 計測開始

↓

－９９９９９ 計測範囲最小値

↓

０ 表示オーバーすると、ゼロサプレスがかかり０になります。

－９９９９９ ※内部では計測を１度リセットし、再度計測を開始します。

以後繰り返し
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（ ）１２ アナログ入力のスケーリング方法． オプション：アナログ入力

換算器設定方法

１ 〔Ａ２タイプ〕 ＤＣ４～２０mA入力の場合

メータ本体内部

４～２０mA入力 ０～４００Hz変換 Ｌ
センサ信号 Ｉ／Ｆ変換アンプ Ｅ

Ｄ
表

※パルス入力 Ｃ Ｐ Ｕ 演 算 示
部

（ ）換算器設定

上記ブロック図の様にメータ本体内部回路により、４～２０mA信号入力を０～４００Hz
（０～４００パルス／ｓ）に変換しております。
従って、分換算して０～２４０００パルス／minになっています。

〈例１〉入力２０mA時 ⇒ １分間あたり１２.０Ｌと積算表示したい時の計算式

◆（Ａ入力側）の換算式
１２.０÷２４０００パルス＝０.０００５／パルス

－７≒５０００×１０

① "Ｐ－０２" ５ ０ ０ ０
② "Ｐ－０３" ７ ２０ｍＡ連続１分間入力する

と１２．０Ｌとなります。

５×１０ ＥＸＰ値入力－７

２ 〔Ａ３タイプ〕 ＤＣ１～５Ｖ入力の場合

メータ内部で次の通り変換しています。
入力ＤＣ１～５Ｖ ⇒ Ｖ／Ｆアンプ ⇒ ０～４００Hz
従って、分換算で０～２４０００パルス／minに変換していますので、後は 1 項
と同様に設定してください。

３ 〔Ａ４タイプ〕 ＤＣ０～５Ｖ入力の場合

入力ＤＣ０～５Ｖ ⇒ Ｖ／Ｆアンプ ⇒ ０～５００Hz
従って、分換算で０～３００００パルス／minに変換していますので、後は 1 項
と同様に設定してください。

〔Ａ５タイプ〕 ＤＣ０～１０Ｖ入力の場合４

入力ＤＣ０～１０Ｖ ⇒ Ｖ／Ｆアンプ ⇒ ０～１０００Hz
従って、分換算で０～６００００パルス／minに変換していますので、後は 1 項
と同様に設定してください。
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（ ）１３ アナログ入力の調整のしかた． オプション：アナログ入力

◎左図に対して が

＋方向です。

①電源を切ってからテストモードを実施します 「７．設定メニュー （Ｐ９参照）。 」

②テストモード項目の〔アナログ入力調整〕にて調整を実施します。

４～２０ｍＡ ４．００ｍＡ ４．１６ｍＡ ２０．００ｍ ←Ａ２タイプ

表示値 ０．０ ４．０ ４００．０

１～５Ｖ １．００Ｖ １．０４Ｖ ５．００Ｖ ←Ａ３タイプ

表示値 ０．０ ４．０ ４００．０

０～５Ｖ ０．００Ｖ ０．０５Ｖ ５．００Ｖ ←Ａ４タイプ

表示値 ０．０ ５．０ ５００．０

０～１０Ｖ ０．００Ｖ ０．１０Ｖ １０．００Ｖ ←Ａ５タイプ

表示値 ０．０ １０．０ １０００．０

上図のポイントにて各入力タイプ別に調整してください。

SPAN
ZERO

アナログ入力
調整ボリューム

上：SPAN
下：ZERO
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（ ， ）１４ .通信フォーマット オプション：ＲＳ４ ＲＳ４Ｗタイプ

≪通信コマンド≫

ＲＳ－４８５通信をおこなうためのコマンドです。

４桁タイプ／５桁タイプ／６桁タイプともにデータは６桁となっております。

４桁タイプとしますと”±００１２３４”という様に上位桁は００としてください。

積算計測値読み込み①

＠□□ＲＤＴ△△ →Ｃ
Ｒ

Ｒ← ＠□□◇◇±１２３４５６△△ Ｃ

現在ＯＵＴ１プリセット値読み込み②

＠□□ＲＰ１△△ →Ｃ
Ｒ

Ｒ← ＠□□◇◇±１２３４５６△△ Ｃ

現在ＯＵＴ２プリセット値読み込み③

＠□□ＲＰ２△△ →Ｃ
Ｒ

Ｒ← ＠□□◇◇±１２３４５６△△ Ｃ

ＯＵＴ１プリセット値書き込み④

＠□□ＷＰ１±１２３４５６△△ →Ｃ
Ｒ

Ｒ← ＠□□◇◇△△ Ｃ

ＯＵＴ２プリセット値書き込み⑤

＠□□ＷＰ２±１２３４５６△△ →Ｃ
Ｒ

Ｒ← ＠□□◇◇△△ Ｃ

表示オフセット値読み込み⑥

＠□□ＲＯＡ△△ →Ｃ
Ｒ

Ｒ← ＠□□◇◇±１２３４５６△△ Ｃ

表示オフセット値書き込み⑦

＠□□ＷＯＡ±１２３４５６△△ →Ｃ
Ｒ

Ｒ← ＠□□◇◇△△ Ｃ

リセット⑧

＠□□ＲＳＴ△△ →Ｃ
Ｒ

Ｒ← ＠□□◇◇△△ Ｃ

ステータスクリア⑨

＠□□ＲＥＲ△△ →Ｃ
Ｒ

Ｒ← ＠□□◇◇△△ Ｃ

□□ ： ＩＤ（００～９９）

△△ ： チェックサム（ＭＯＤ）

◇◇ ： ステータス

＜注意＞

書き込みコマンド（④⑤⑦）は、ＥＥＰＲＯＭに記録している間 （１秒）通信コマンドを、

受け付けません。１秒待って通信を再開してください。

≪ ＩＤ ≫

通信先の表示器のＩＤを入力します。通信データはこのＩＤをもつ表示器に送信されます。

ホストを含めて最大３２台迄、接続が可能です。

≪チェックサム算出方法≫

ＩＤは”００”コマンドは”リセット”とした場合

送信データは

”＠００ＲＳＴ△△ ”Ｃ
Ｒ

このデータがチェックサムの対象となります。

（ ）“ ”＋“ ”＋“ ”＋“ ”＋“ ”＋“＠ ０ ０ Ｒ Ｓ Ｔ ＝ １９９Ｈ

（４ ０Ｈ） （ ３０ Ｈ） （ ３０ Ｈ） （ ５２ Ｈ） （５３ Ｈ） （５ ４Ｈ

( )内はキャラコード１６進数 この下位２桁 ９９がチェックサムとなります

従って となります。”＠００ＲＳＴ９９ ”Ｃ
Ｒ



- 27 -

≪ステータス≫

ステータスは通信エラーおよび警報出力の状態を示します。

ｂｉｔ７・・・ＯＵＴ１出力状態 （１がたつと出力中）

ｂｉｔ６・・・ＯＵＴ２出力状態 （１がたつと出力中）

ｂｉｔ５・・・

ｂｉｔ４・・・

ｂｉｔ３・・・オーバーランエラー

ｂｉｔ２・・・パリティエラー

ｂｉｔ１・・・フレミングエラー

ｂｉｔ０・・・コマンド不正・チェックサムエラー

ｂｉｔ１～３のエラーは発生するとステータスクリア”ＲＥＲ”コマンドで

クリアするか電源ＯＦＦまで保持します。

ｂｉｔ０のコマンド不正・チェックサムエラーは保持しません。

ステータス（例）

ステータスが”８４”の場合

”８４”は１６進を文字列に置き換えています。

これを１６進数として扱い、２進数に変換すると

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

１ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ Ｂ

となります （末尾”Ｂ”は２進数の意）。

よって、次の状態が分かります。

・ｂｉｔ７に”１”がたっているのでＯＵＴ１が警報出力中

・ｂｉｔ２に”１”がたっているのでパリティエラーが過去に発生

≪内部回路≫

①ＲＳ－４８５ ２線式（ＲＳ４タイプ）

端子台№Ｂ１

ＲＸ▽

端子台№Ｂ２

ＴＸ

▽

（リニアテクノロジー製 ＬＴＣ４８５相当品）

②ＲＳ－４８５ ４線式（ＲＳ４Ｗ）

端子台№Ｂ１

ＴＸ端子台№Ｂ２

▽

端子台№Ｂ３

ＲＸ端子台№Ｂ４ ▽

（リニアテクノロジー製 ＬＴＣ４８５相当品）
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（ ）１５ ＢＩタイプ ＢＣＤコード表示器． （ ） オプション：ＢＩタイプ

≪ＢＩタイプ概要説明および仕様≫

［概要説明］

・ ＢＩタイプはＢＣＤコード入力に対しての表示機能をもつ表示器で構成は表示桁が４桁タイプ

／５桁タイプ／６桁タイプとなっております。

４桁タイプ（－９９９～９９９９ 、５桁タイプ（－９９９９～９９９９９）表示範囲は ）

です。６桁タイプ（－９９９９９～９９９９９９）

各タイプとも、正符号最上位桁は負符号がＯＮされた時点で無効となります

（例）１２３４５６表示より負符号ＯＮ→－２３４５６

※４桁タイプのみ、小数点を０．００設定して負符号をＯＮしますと表示は と－．０００

表示します。

・ （センサ電源タイプも同様）入力オプション、出力オプションとの併用はできません。

［仕 様］

：全桁パラレルＮＰＮオープンコレクタ入力入 力 形 式

：演算周期毎入力タイミング

：入力信号はＧＮＤとショートまたはオープンで取り込み入 力 動 作

：ラッチ信号入力時、データの取り込み禁止ラ ッ チ 信 号

：データ値、およびラッチ信号 正／負論理切替え可入 力 論 理

：各端子の短絡時の流入電流 約３．０ｍＡ定 格

≪ＢＣＤコードピン配置図≫

図１５

（表示器側メス）

ＪＡＥ製：

ＤＣＳＰ－ＪＢ３７Ｓ
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≪ＢＩタイプの各モードの内容と設定方法≫

ＢＣＤコード小数点位置の設定モード No.

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

＊ ＊ ０

Ｐ － ０ ０

小数点位置

０： ０

１： ０．０

２： ０．００

３：０．０００

［小数点位置］

ＢＣＤコード表示の小数点以下何桁表示するかを設定します。

ＢＣＤコードの設定モード No.

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

＊ ＊ ０ ０

Ｐ－０１

ＢＣＤコード入力論理

（各 端子と ＧＮＤ がシ ョート）０：ローアクティブ

（各 端子と ＧＮＤ がオ ープン）１：ハイアクティブ

ラッチ信号入力論理

０：ショートでラッチ（オープンで取り込み可）

１：オープンでラッチ（ショートで取り込み可）

［データの取り込み］ （※ラッチ入力論理が”ショートでラッチ”の場合）

ＢＣＤ ＢＣＤ

データ データ

↑ ↑

データ更新 データ更新

［ラッチ］ ５０ｍｓ以上 ５０ｍｓ以上

データ取り込み可 データ取り込み可

＜注意＞

デ ー タ 更 新 時 の デ ー タ が 不 確 定 な 場 合 で す と 警 報 出 力 の 出 力 が 正 常 に 出 力 機 能

しない場合がございます。その際はラッチ入力を使用してください。
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ＯＵＴ１：警報出力の設定モード No.

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

＊ ＊ ０ ０

Ｐ－０２

出力モード

０：比較 ５： 100ms(1ｼｮｯﾄ)

１：保持 ６： 250ms(1ｼｮｯﾄ)

２： 10ms(1ｼｮｯﾄ) ７： 500ms(1ｼｮｯﾄ)

３： 20ms(1ｼｮｯﾄ)

４： 50ms(1ｼｮｯﾄ)

上限／下限・出力選択

０：機能停止

１：上限

２：下限

〔警報出力〕

警報出力は表示値とプリセット値との比較結果で判定出力します。

プリセット値の設定方法はＰ．２２を参照してください。 。

どのような条件で警報出力するかを設定します。〔上限／下限・出力選択〕

０：機能停止・・・・警報出力を機能停止状態ににします。

１：上限・・・・・・ 表示値 ≧ プリセット値 」の時に警報出力します。「

２：下限・・・・・・ 表示値 ≦ プリセット値 」の時に警報出力します。「

〔出力モード〕

０：比較 ......... 表示値が上限、または下限の間、出力します。上限／下限

の範囲外であれば出力ＯＦＦになります。

１：保持 ......... 表示値が上限、または下限になった時に出力します。１度

出力すると上限／下限の範囲外であってもリセット入力が

あるまで出力ＯＦＦにはなりません。

２～７：１ ｼｮｯﾄ... 表示値が上限、または下限になった時に設定された幅の

パルスを１度出力します。

※ １の保持出力解除の際のリセット入力はフロント部（２秒押し）および

端子部（即）にて解除が可能です。
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ＯＵＴ２：警報出力の設定モード No.

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

＊ ＊ ０ ０

Ｐ－０３

出力モード

０：比較 ５： 100ms(1ｼｮｯﾄ)

１：保持 ６： 250ms(1ｼｮｯﾄ)

２： 10ms(1ｼｮｯﾄ) ７： 500ms(1ｼｮｯﾄ)

３： 20ms(1ｼｮｯﾄ)

４： 50ms(1ｼｮｯﾄ)

上限／下限・出力選択

０：機能停止

１：上限

２：下限

設定方法はＰ .３０記載の「Ｐ－０２： ＯＵＴ１：警報出力の設定」と同様

です。

○モード設定のしかたはＰ．１１「各モードの内容と設定方法」を参照願います。

○プリセット値設定のしかたはＰ．２２「プリセット値、表示オフセット値の設定方法」を

参照願います。
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１６ .外形寸法図

図１６
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＜２段表示器＞

図１７

＜３段表示器＞

図１８
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１７．ノイズ対策について

、 。ノイズ対策には万全を期しておりますが 万一ノイズの影響が出た場合は次の項にご注意ください

ノイズ等の影響で表示が消えたり、誤った表示が出た場合は初期化（Ｐ .１０参照）を行って

ください。但し、初期化をする前には必ず設定値をメモしてから行ってください。正常に戻り

ましたら下記の対策をし、改めて再設定を行ってください。

（１）電源は動力線と直接共用しないでください。動力線を使用する場合は絶縁トランスを

入れて２次側を使用してください （弊社でも絶縁トランスＰＴ－９３を用意できます ）。 。

（２）センサコードに３芯シールド線を使用し、ノイズの発生源からできるだけ離して配線

してください。

（３）センサコードをできるだけ短くし、動力線やインバータなどのノイズの発生源をさけ

て、極力雑音を拾わない経路に配管して布設してください。

（４）機械のＧＮＤアースコードには、非常にノイズが多く含まれている場合がありますの

で、メータのＧＮＤに接続させない方が良い場合もあります（メータを完全に機械か

ら絶縁状態 。）

（５）電源ラインよりノイズの影響を受けた場合、図１９

のようにノイズフィルタをご使用ください。

※ ノイズフィルタは、別途

用意しております。

図１９

（６）センサコード配線方法

電力線、動力線がセンサのコードの近くを通るときは、サージや雑音による影響をな

くすため、センサコードは単独配管するか、もしくは５０ cm以上離してください。

図２０ 図２１

（７）外部要因によるノイズ発生を止める。 図２２

メータの取り付けられた制御盤内やその周辺

に強力なノイズの発生すると思われる電磁接

触器・温度調節器・電磁弁・リレー等の有接

点開閉によるサージノイズが影響した場合、

図２２のようにスパークキラーを入れて対策

してください。

（８）特に大きなノイズエリアでご使用の場合や不明な点がありましたら取扱店、または

弊社までご相談ください。




